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放射線とは？

＜放射線の種類＞
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放射線の種類と透過力

ア ル フ ァ （α）
線

ベ ー タ（β） 線

ガ ン マ（γ） 線

エ ッ ク ス（Ｘ）

線 中性子線

α線 を止める β線 を止める γ線、X線を止める 中性子線を止める

紙 アルミニウム等
の 薄い金属板か
プラスチック

鉛や厚い鉄の板 水やコンクリート
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放射線の性質

原子核

電子

蛍光物質（ガラスの内側）
気体の原子（水銀）

電子

極極

電離作用 蛍光作用 透過作用

放
射
線

紫外線

蛍光灯の仕組み
管の両端に電圧が加わると、極
から極に電子が流れます。電子
が管に封入された水銀に衝突す
ると、紫外線が発生します。紫外
線は蛍光物質を光らせます。

エックス線
発生装置
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放射能と放射線

懐中電灯

放射性物質

光

放
射
線

光を出す能力

放射線を出す能力

（放射能※）

光の強さを表わす単位
〔カンデラ（cd）〕

放射能の強さを表わす単位
〔ベクレル（Bq）〕

明るさを表わす単位
〔ルクス（lx）〕

放射線によってどれだけ影響があるのかを表わす単位
〔シーベルト（Sv）〕

※放射能を持つ物質（放射性物質）のことを指して用いられる場合もある
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＜放射線に関する主な単位＞
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１Ｓｖ １mＳｖ １µＳｖ １nＳｖ
(シーベルト) (ミリシーベルト) (マイクロシーベルト) (ナノシーベルト)

[1000倍又は1/1000倍を表す単位]

1/1000倍 1/1000倍 1/1000倍

1000倍 1000倍1000倍



＜放射性物質の半減期＞
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日常生活と放射線

100ミリシーベルト以下
被ばくによる発がんリスクに統計的な差はな
い

放射線を受けた量（ミリシーベルト）

100 緊急作業に対する制限

100～6200ｍＧｙ
心臓カテーテル（皮ふ
）

500ｍＧｙ 造血機能の低下（骨髄）※1

500～2000ｍＧｙ 水晶白濁（眼）※1

1 . 0 ㇐般公衆に対する制限（医療は除く）（年間）

0.06 胸のエックス線集団検診（1回
）

0 . 0 5 原子力発電所周辺の線量目標値（年間）

0 . 0 2 2 再処理工場（六ヶ所村）の線量評価値（年間
）

0 . 0 0 1 未満 原子力発電所からの放出実績（年間）

クリアランスレベル※3  

0.01（年間）

※1 放射線障害については、各部位が均等に吸収線量1ミリグレイの
ガンマ線を全身に受けた場合、実効線量1ミリシーベルトに相当
するものとして表記

※2 空気中に存在する天然の放射性物質
※3 自然界の放射線レベルと比較して十分小さく、

安全上放射性物質として扱う必要のない放射線の量
※4 発電所などで働く作業員に対する線量は5年間につき100ミリシーベルト

かつ1年間につき50ミリシーベルトを超えない

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2008年 報 告 書 、（公財）原子力安全研究協会「新版生活環境放射線（平成2 3 年）」、

ラムサール（イラン）、ケララ、チェンナイ（インド）
大地からの自然放射線 0.5～613.2

（住民の方の健康への影響は確認されていません。）

0 .0 01

0 .01

0 .1

1

10

10 0

10 0 0

10 0 0 0

50 発電所などで働く作業者に対する制限（年間）※4

2500～6000ｍＧｙ 不妊（生殖腺）※1  、3000～5000ｍＧｙ ㇐時脱毛（皮ふ）※1

0.01 歯科撮影

大地から 0 . 4 8

空気中のラドン※ 2 から 1 . 2 6

宇宙から 0 . 3 9

食物から 0 . 2 9 1人当たりの自然放射線（年間） 2.4
（世界平均）

1人当たりの自然放射線（年間） 2.1
（日本平均）

東京～ニューヨーク
航空機旅行（往復） 0.08～0.11

2.4～12.9 ＣＴ（1 回 ）

2.0～10 ＰＥＴ検査（1回
）

3.0 胃のＸ線検診（1回
）

私たちは
毎日の暮らしの中で
いろいろな放射線を

受けている

ICRP「Publication103」他より作成
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放射線を一度に受けたときの症状

（注1）がんや遺伝性影響を除く確定的影響（組織反応）について記載
（注2）一般の人の線量限度1.0 mSv/年、原子力発電所周辺の線量目標0.05 mSv/年

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

4,000

3,000

2,000

1,000

5 0 0

1 0 0

1 0 , 0 0 0 以 上

悪心、嘔吐（10％の人
）

末梢血中のリンパ球の減少

臨床症状が確認されず

皮膚 急性潰瘍

全身被ばく

紅斑皮膚

水晶体 白内障 5,000

生殖腺 永久不妊

皮膚 脱毛

水晶体

出典：（公財）放射線影響協会「放射線の影響がわかる本」より作
成

水晶体混濁

全身 100％の 人が死亡

全身 50％の人が死亡

全身

全身

全身

ミリシーベルト
局部被ばく

凡例 部位 症 状
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放射線と生活習慣によって
がんになる相対リスク

（対象：40～69 歳の日本人
）

（注）放射線は、広島・長崎の原爆による瞬間的な被ばくを分析したデータ（固形がんのみ）であり、長期にわたる被ばくの影響を観察したものではな
い
※1 運動不足：身体活動の量が非常に少ない
※2 野菜不足：野菜摂取量が非常に少ない

放射線を受けた場合のがん要因・リスク 生活習慣によるがん要因・リスク

1.80倍
1,000～2,0 00ミリシーベルトの放射線を受けた場合

1 . 1 9 倍
2 0 0～5 0 0ミリシーベルトの放射線を受けた場合

1 . 0 8 倍
1 0 0～2 0 0ミリシーベルトの放射線を受けた場合

1 . 6 0 倍 喫煙・飲
酒

1 . 2 9 倍 やせ過ぎ

1 . 2 2 倍 肥満

1.15～1.19倍 運動不足※ 1

1.11～1.15倍 塩分の摂り過ぎ

1 . 0 6 倍 野菜不足※ 2

1 . 0 0 倍

出典：（独）国立がん研究センター調べのデータより作成
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放射線防護の基本
1.遮へいによる防護

（線量率）＝距離の二乗に反比例（線量率）＝遮へい体が厚い程低下 （線量）＝（作業場所の線量率）×（作業時間）

2.距離による防護 3.時間による防護

線
量
率

線
量
率

線
量

距離

放射性物質

0 1 2 3 4 5 6（cm）
コ ン ク リ ー ト の 厚 さ

（mSv/h） （mSv/h） （mSv）

0 1 2 3 4 5 6（m）
放 射 性 物 質 か ら の 距 離

0 0 . 5 1 . 0

作 業 時 間

2. 0（h）
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• 五感で感じることのできない放射線
については、放射線測定器を用いて、
強さや汚染状況などを測定します。

• 様々なタイプの測定器がありますが、
ここでは持ち運びができる測定器に
ついて紹介します。

放射線測定器について
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固定局 ２４局 13

安来市

固定局ポストによる監視体制



環境放射線測定結果リアルタイム表示（屋内型表示装置）
設置場所（１２ヵ所）
県庁県民室、松江市役所、松江市鹿島支所
松江市島根支所、鹿島文化ホール
鹿島総合体育館、鹿島中学校、島根公民館
出雲市役所、安来市役所、雲南市役所
松江市市民活動センター

測定された環境放射線量や発電所情報
などが表示され、10分ごとに更新されます。
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＜環境放射線調査結果（平成３０年７月～９月）＞
※県原子力広報誌アトムの広場１２０号（２０１９年１月号）より
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その他の媒体による測定結果の周知

 原子力広報誌 『アトムの広場』 の発行

配布先：松江市他周辺３市全戸、県内各市町村(役場)、図書館など

 四半期報及び年報：図書館や関係機関などに冊子として配布

携帯電話向けページ

環境放射線測定結果リアルタイム表示（ホームページほか）

県ホームページ
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島根県環境放射線データ
リアルタイム表示のモバイルサイト
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